場所。 

信 州 松 本、 村 越の 家 

村 越欣弥 (新任 検事) 

滝の 白糸 (水芸の 太夫) 

撫子 (南京 出刃 打の 娘) 

高原 七 左衛門 (旧 藩士) 

おその、 おりく (ともに 近所の 娘) 



なでしこ まるまげ まえだれ はな かご 

撫子。 円鬅、 前垂が け、 床の間の 花 籠に、 黄の 小 

つぼみ 

菊と 白菊の 大輪なる を j: 含ま じり 投入れ にした る 

なが みもと とこなつ 

を視 め、 手に 三本ば かり 常夏の 花 を 持つ。 

かたわら 

傍 におり く。 車屋の 娘。 

撫子 今日は —— お客様が いらっしゃる ッて事 だから、 

籠も 貸して 頂けば、 お 庭の 花まで 御 無心して、 ほん 

とうに 済みません のね。 

りく 内の 背戸に あります と、 ただの 草ッ 葉なん です 

けれど、 奥さんが そうしてお 活けなさい ますと、 お 

祭礼の 時の 余所 行のお 曠衣 のように 綺麗です わ。 



撫子 この 細りした、 二輪 を 指す) 絹糸の ような 白 

いのは、 これ は、 何と 云う 名の 菊なん です え。 

いと ざき とつ 

りく 何です か、 あの …… 糸 咲々々 つてお 父さんが そ 

う 云います よ。 

撫子 ああ、 糸 咲 …… の 白菊 …… そうです か。 

りく そして、 あの その 撫子 はお 活けなさい ません の- 

撫子 おお、 この 花 は 撫子です か。 (手なる 常夏 を 見 

る。) 

すすき 

りく ええ、 返り咲の 花なん です よ。 枯れた 薄の 根 

に 咲いて、 珍しい から、 と 内で そう 申し ましてね。 

撫子 その 返り咲が 嬉 いから、 どうせお 流儀が ある 



んじ やなし、 綺麗で さえ あれば 1^ い、 去 嫌い 構わず 

に、 根. 5, 《ねじめ》 にしましょうと 思った けれど、 

白菊が 糸 咲で、 私、 常夏と 覚えた 花が、 撫子と 云う 

のでしたら、 あの …… ちょっと、 台所の 隅へ でも、 

瓶に 挿しましょう。 

りく そう、 見つけて 来ましょう。 (起つ。) 

撫子 (熟と 籠なる と 手の 撫子と を見較 ぶ。) 

りく これ じ やい かが。 

撫子 ああ 結構よ。 (瓶に さす 時 水な し) あら 水がない _ 

りく 汲んで 来ましょう。 

撫子 いいえ、 撫子なん か、 水が なくって 沢山な の。 



りく まあ、 どうして？ 

なんきん リゅぅ 

撫子 それ はね、 南京 流の 秘伝な の。 ほほ ほ。 (寂し 

く 笑う。 ) 

はす は 

おその、 蓮 葉に 裏口より 入る。 駄 菓子屋の 娘。 

その 奥様。 

撫子 おや、 おその さん。 

ご ちそ う さ つ き 

その あの、 奥様。 お客様の 御馳走 だって、 先刻、 お 

だい どこ ナイフ 

台所で、 魚のお 料理 をな さるのに、 小刀で こしらえ 

しゃ ベリ 

ていら しった 事 を、 私、 帰って お 饒舌 をし ましたら、 

お母さんが、 まあ、 何とい うお 嬢 様なん だろう。 ど 

ままごと 

んな 御身 分の 方が、 お慰みに、 お 飯事 をな さるんで 



も、 それで は 御 不自由、 これ を 持って行って 差 上げ 

ふるてぬ ぐい ほど 

な、 とそう 言い ましてね。 (言い つ つ、 古手 拭 を 解く) 

いま 研いだ の を 持って来ました。 よく 切れます …… 

お使いなさい まし、 お 間に合せに。 …… (無遠慮に 

めの さき 

庖丁 を 目前に 突出す。) 

ひとみ 

撫子 (ゾッ と 肩をすくめ、 瞳 を 見据え、 顔色 かわる) 

おその さん、 その 庖丁 は 借ません。 

その ええ。 

撫子 出刃 は 私に 祟 るんで す。 早く、 しまって 下さい 

な。 

その 何で ございま すか、 田舎 もので、 飛んだ こと を 



言訳 をす るん じゃありません けれど、 そんな 気な の 

ではありません。 一生涯 他へ はお 嫁入り をし ない 覚 

悟、 私 は 尼に なった 気です。 …… (涙ぐみつつ) も 

う、 今から は 怪我に だ つ て、 奥さんなん ぞ とお つ しゃ 

るな よ。 おりくさん、 おその さん、 更 めて お詫 をし 

ます 

りく それでも、 やっぱり 奥さんで すわ。 ねえ、 おそ 

のさん。 

その ええ、 そうよ。 

撫子 いいえ、 いま 思 知つ たんです、 まったく 罰が 当 

ります から、 私 を 可哀想 だとお 思いな すったら、 こ 



のお 邸のお さんどん、 いくや、 いくや、 とおつ しゃつ 

まき や 

てね、 豆腐屋、 薪屋の 方角 をお 教えな すって 下さい 

まし。 何にも 知らない 不束な ものです から、 余所の 

女中に 虐めら れ たり、 毛色の 変った 見世物 だと、 

やしきまち ほ あなたがた 

邸 町の 犬に 吠えられましたら、 せめて、 貴女 方が 

御 貝頭属 に、 私 を 庇って 下さいな、 後生です わ、 ええ。 

その 私 どうしたら 可いで しょう こんな もの、 掃 

溜へ 打棄 つて 来る わ。 (立つ。) 

撫子 ああ、 靴の 音が。 

りく 旦那 様のお 帰りです ね。 

むらこし きん や たかはら しち ざえ もん 

村 越 欣弥。 高原 七左衛 門。 登場。 道 を 譲る。 



村 越 ま、 まあ、 御 老人。 

七 左 いや、 まず …… 先生。 

村 越 先生 は 弱りました。 (忸怩 たり) では 書生 流です、 

御 案内。 

七 左 その 気象！ その 気象！ 

撫子。 出迎えん として、 ちょっと！ S に 手 を 遣り、 

台所へ 下らん とする おりくの 手 を 無理に 取って、 

並んで 出迎 う。 

撫子 お帰り 遊ばせ。 

村 越 お客様に 途中で 逢った よ。 

撫子 二 S あげたる 顔 を、 黙って また 俯向き、 手 を 



つく。) 

かおつき はげあたま 

七 左。 よう、 という 顔色に て、 兀 頭の 古帽を 取つ 

て 高く 挙げ、 皺 だらけに て、 ボタン 二つ 離れた る 

ひも 

洋服の 胸 を 反らす。 太き ニッケル 製の 時計の 紐が 

だら りと あり。 

村 越 さあ、 どうぞ。 

七 左 御免、 真平 御免。 

腰 を 屈め、 摺足に て、 撫子の 前 を 通り、 すすむる 

薄団の 座に、 がっきと 着く。 

撫子 ようお いで 遊ばしました。 

七 左 ははつ、 奥さん。 (と 倒になる。) 



撫子 (手 を 支え たるま ま、 つつと 退る。) 

村 越 父、 母の 御 懇意。 伯父さん 同然な 方 だ。 II 高 

原さん …… それ は 余所の 娘です。 

七 左 (高らかに 笑う) は ッはッ はッ、 いずれ、 そり や、 

そり や、 いずれ、 はッは ッはッ はッ。 一度 は 余所の 

ばばあ 

娘 御に は 相違ない てな。 いや、 婆 どの も、 かげな が 

ら 伝え聞いて 申して おる。 村 越の 御子 息が、 目の あ 

たり 立身出世 は 格別 じ や、 が、 就中、 豪 いのは この 

働き じ や。 万一 この 手 廻し がのう てみ さっし やい、 

団子 嚙る にも、 薔麦を 食う にも、 以来、 欣弥 さんの 

つま おくが たづれ 

嫁御の 事で 胸が 詰る。 しかる 処へ、 奥方 連のお 乗 込 



みは、 これ は 学問 修業より、 槍先の 功名、 と 称えて 

可い、 とこう 云うて な。 

この間に、 おりく 茶 を 運ぶ、 がぶ りとの む。 

は ッまッ ま ッ まッ。 

撫子 弱って いる。 

村 越 (額に 手 を 当て) いや、 召使い …… なんです よ _ 

七 左 いずれ そり や、 そり やい ずれ、 は ッはッ はッ、 

若い ものの 言う 事 は 極って おる。 —— 奥方、 気にせ 

でんそ かしてう ずらと なる 

まい。 いずれ そり や、 田 鼠 化 為 鶉、 

すずめ か いちゅう にい つ て はまぐり となる 

雀 入海 中 為 蛤、 とあって な、 召つ かいから 奥 

方になる。 —— 老人 田舎 ものの しょうがに は、 山の 



ほ うなぎ せっしゃ 

芋 を 穿って 鰻と する 法 を 飲 込んで いるて。 拙者、 

まじめ 

足軽で は ござれ ども、 (真面目に) 松 本の 藩士、 士族 

おつ おもてむき 

でえ す。 刀に 掛けても、 追つ け 表 向の 奥方に いたす、 

は ッはッ はッ、 —— これ 遁げ まい。 

ひとま 

撫子、 欣弥の 目く ばせ に、 一 室に かくる。 

欣弥 さん はお 奉行 様 じ や、 むむ、 奥方に あらず、 

みだ いどころ 

御台 所と 申そう かな。 

よし 

撫子 お 支度が。 ( —— いい 由 知らせる。) 

村 越 さあ、 小父さん、 とにかく あちらで。 何から お 

話 を 申して 可い か …… なにしろ まあ、 那 室へ。 

七 左 いずれ、 そり や、 は ッはッ はッ、 御馳走に は預 



るの じ や、 は ッはッ はッ。 遠慮 は 不沙汰、 いや、 し 

からば、 よいと まかせの やっと こな。 (と 云って 立つ。 

ひとま い 

村 越に 続いて 一室に 入らん として、 床の間の 菊 を 見 

る) や、 や、 これ は 潔く 爽 じ や。 御主人の 気象に 

よく 似て おる。 

欣弥、 莞爾 して 撫子の 顔 を 見て、 その 心づ かい を 

喜び 謝す。 撫子 嬉しそうに 胸 を 抱く。 

ふすま 

二人 続いて 入る、 この 一 室 襖、 障子に て 見物の 席 

より 見えず。 

うち かけばない け さ ざ ん か 

七 左 (襖の 中に て) ここ はまた 掛花活 に 山茶花と あ 

る …… 紅"/ が 特に 奥方 じ やな、 は ッはッ はッ。 



撫子、 勝手に 立つ。 入 かわりて、 膳部 二 調、 おり 

く、 おその 二人に て 運び、 やがて 引返す。 

撫子、 姚子、 杯洗 を 盆に して 出で、 床なる 白菊 を 

ふ あきびん 

偶と 見て、 空瓶の 常夏に、 膝 をつ き、 ときの 間に 

しぼみし を悲む 状に て、 ソと 息を掛 く。 また 杯 

洗 を 見て、 花を揷 直し、 猪口に て 水 を 注ぎ入れつ 

つ、 ほろ りと する。 

村 越 (手 を拍 く。) 

撫子 はい、 はい。 (と 軽く 立ち、 襖に 入る。) 

七 左、 程 も あらせず、 铫子を 引 攫んで 載せ たるま 

まに、 一人前の 膳 を 両手に 捧げて、 ぬい、 と 出づ。 



村 越 (呆れた る 状して 続く) 小父さん、 小父さん、 

どうな すった …… どうな さるんで す。 おいく さん、 

そそう 

お前 粗相 をし やしない かい。 

七 左 (呵々 と 笑う) は ッはッ はッ。 慌てまい。 うろ 

たえまい。 騒ぐまい。 信 濃 国 東 筑摩郡 松 本 中が 粗 

相 をしても、 腹 を 立てる 私で はない。 証拠 を 見せよ 

う。 それ これ じ や、 (萌黄 古びて 茶と なりたる に大 

紋の 着いた る 大風呂敷 を 拡げて、 膳 を 包む) —— お 

铫子は 提げて 持って行く わさ。 

村 越 小父さん！ 

うろた 

七 左 慌てまい、 は ッはッ はッ。 奥方 もさて 狼狽え ま 



きじ や、 平に 一 番 遣らせて くれ。 

村 越 (ともに 笑う) かえってお 心任せが 可いで しょ 

う。 しかし、 ちょうど 使の もの もあります、 お 恥 か 

しい 御 膳です が、 あとから 持たせて 差 上げます。 

撫子 あの、 赤の 御飯 を 添えまして。 

七 左 過分で ござる。 お 言葉に 従います わ。 時に 久し 

ご あいさつ 

ぶりで、 ちょっと、 おふくろ 様に 御 挨拶 を 申したい。 

村 越 仏壇が まだ 調いません、 位牌 だけ を。 

こうげ ちゃとう 

七 左 は あ、 香 花、 お茶 湯、 御 殊勝で えす。 達者で ご 

ざったら ばな あ。 

村 越 (涙ぐむ。) 



ぬし いいひと いや 

七 左 おふくろ どの、 主が ような 後生の 好 人 は、 可 厭 

おんじき はす うてな 

でも 極楽。 …… 百味の 飲食。 蓮の 台に 居す くまつ 

て は、 ここに (胃 をた たく) もたれて 可うな い。 ち 

と、 腹 ごな しに 娑婆へ 出て 来て、 嫁御に かき 餅で も 

焼いて やらし やれ。 (目 を こすりつつ 撫子 を 見る) 

さて、 ついでに 私の 意気に なった 処を 見され、 

ごどうぎ よう 

御 同行の 婆々 どのの 丹精 じ や。 その 婆々 どのから、 

くれぐれも、 よろし ゆうとな。 いやしからば。 

ちかぢか 

村 越 (送り出す) 是非 近々 に。 

七 左 おんでも ない。 晚 にも 出直す。 や、 今度 は 長尻 

長 左 衛門じ ゃぞ。 奥方、 農産 会に 出た、 大 糸瓜の 事 



ではない、 は ッはッ はッ。 (出て 行く。) 

村 越 座に 帰る。 

撫子 (鬢に 手 を あて、 悄れて 伏す) 旦那 様、 済み ま 

せん。 

村 越 お 互の 中に さえ 何事 もなければ、 円 鬍も島 田 も 

構う もの か。 

この間に 七 左衛門 花道の 半ばへ 行く、 白糸 出づ。 

白糸 (行 違い、 ちょっと 小 腰) あ、 もし、 旦那。 

七 左 ほう、 私 かの。 

白糸 少々 伺いとう 存じます。 

七 左 はいはい。 ああ 何なりと も 聞く が 可い。 信 濃 国 



七 左 壮健と も、 機嫌 は 今日のお 天気で えす。 早う 

行って 逢いなさい。 

白糸 難 有う、 飛んだ お 邪魔 を —— あ、 旦那。 

七 左 はいはい。 

白糸 それから、 あの、 ちょっと 伺いとう 存じます が、 

欣弥 さん は、 唯今、 御 家内 はお 幾人。 

七 左 二人 じ やが、 の。 

白糸 お 二人 …… お 女中と …… 

七 左 は ッはッ はッ、 いずれ そのお 女中に は 違いない。 

ま ッまッ ま ッ。 

白糸 (ふと 気にして) どんなお 方。 



七 左 どんなに も、 こんなに も、 松 本 中での、 あで や 

かな 奥方 じ や。 

白糸 お 家が 違 やしま せんか。 

七 左 村 越 弥兵衛 どの 御子 息欣弥 殿。 何が 違う。 

白糸 おや、 それじゃ 私の 生 霊が 行って るの かしら。 

七 左 ええ …… 変な こと を 言う。 

白糸 見て 下さい、 私と は —— 違います か。 

七 左 いや、 この 方が、 床の間に！^ けた 白菊 かな。 

白糸 え。 

七 左 まずお いで。 (別れつつ) は あてな、 別嬪 二人 二 

千 石、 功名々々。 (糯 子の 洋傘 を 立てて 入る。) 



白糸 (二三 度 低徊して、 格子に かかる) 御免なさい。 

これより さき、 撫子、 膳、 風呂敷な ど 台所へ。 欣 

い かよい ぼん ひと 

弥は 一 室に 入り、 撫子、 通 盆 を 持って 斉しく 入る。 

その (取次ぐ) はい。 

白糸 (じろ りと、 その 髪 容を視 む) 村 越さん のお 

住居 は， J ちらで？ 

その はい、 どちらから。 

白糸 不案内の ものです から、 お 邸が 間違い ますと 失 

礼です。 この 村 越 様 は、 旦那 様のお 名 は 何とお つ 

しゃい ますえ。 

その はい、 お 名 …… 



云い かけて 引 込む と、 窺いいた る、 おりくに 顔 を 

合せる。 

りく 私、 知って てよ。 (かわって 出づ) いらっしゃい 

まし。 

白糸 おや。 (と 軽く) 

りく あの、 お訊ねに なりました、 旦那 様のお 名 は、 

欣弥 様で ございま すの。 

白糸 は あ、 そしてお 年紀は …… お 幾つ。 

りく あのう、 二十 八 九く らい。 

白糸 くらいで は 不可ません よ。 おんな じお 名で おん 

なじ 年 くらいでも …… の、 あの、 あるの、 とないの 



じょうざ 

来り、 無理に 白糸 を 上座に 直し、 膝 を 正し、 きち 

んと手 をつ く。 

欣弥 一 別 以来、 三年、 一 千 有余 曰、 欣弥、 身体、 髪膚、 

食 あり 生命 ある も、 一に もって、 貴女の 御 恩 …… 

白糸 (耳に もんらず、 撫子 を 見 詰む。) 

すべ ひと 

撫子 (身 をヒ らして、 欣弥 のうしろ に ちぢみ、 斉し 

く 手 を 支く。) 

白糸 (横 を 向く。) 

欣弥 暑い につけ、 寒い につけ、 雨に も、 風に も、 一 

すこやか 

刻 もお 忘れ 申した 事 はない。 しかし 何より、 お 健 

で …… 



白糸、 横 を 向きつつ、 一室の 膳に 目 をつ ける。 気 

を かえ 煙草 を 飲まん とす。 火鉢に 火な し。 

白糸 火ぐ らいお こして おきな さいなね、 芝居 をして 

いないで さ。 

欣弥 (顔 を 上げながら、 万感 胸に 交々、 口 吃し、 も 

の 云う あたわず。) 

あわた だ 

撫子 (慌 しく 立ち、 一室なる 火鉢 を 取って 出づ。 

さしより て) 太夫さん。 

白糸 私 は …… 今日は 見物 さ。 

欣弥 おい、 お茶 を 上げない かい。 何 は、 何 は、 何 か、 

菓子 は。 



撫子 (立つ。) 

白糸 そんなに、 何も、 お 客 あっかい。 敬して 何とかつ 

てし なくっても 可う ござんす。 お茶のお 給仕なら 私 

がする わ。 

勝手に 行く ふり、 颯と 羽織 を 脱ぎ かく。 

欣弥 飛んでも ない、 まあ、 どうか、 どうか、 それに- 

白糸 ああ、 女中のお 目 見得が いけない そうだ。 それ 

じ や、 私 帰ります。 失礼。 

欣弥 (笑う) 何 を 云う の だ、 帰る と 云って どこへ 帰 

る。 あの 時、 長 野の 月の 橋で、 —— 一 生、 もう、 決 

して 他人で はない と 誓った じ やない か。 —— 此 家へ 



来て くれた 以上 は、 門 も、 屋根 も、 押入 も、 畳 も、 

その 火鉢 も、 皆、 姉さんの もの じ やない か。 

おそわ 

白糸 おや、 姉さんと なり ましたよ。 誰かに 教 つたね。 

だ あれ かも、 またい まの ような うまい 口に —— 欣さ 

ん、 門 も、 屋根 も 押入 も …… そして、 貴女 は、 誰の 

もの？ 

欣弥 (無言。) 

白糸 失礼！ (立つ。) 

欣弥 大恩 人 じ やない か、 どう すれば li- い。 お 友さん。 

白糸 恩人なん か、 真ッ 平です。 私 は 女中に なりたい 

の。 



欣弥 そんな、 そんな 無理な こと を。 

撫子 太夫さん。 (間) 姉さん、 貴女 は 何 か 思 違い をな 

すって ね。 

白糸 ええ、 お 勝手 を 働こうと 思 違い をして 来ました- 

(投げた ように) お 目 見得に、 落第 か、 失礼。 

欣弥 ええ、 とにかく、 まあ、 母に 逢って 下さい、 お 

いはい うつす 

位牌に 逢って おくれ。 撮 写の は 嫌 だ、 と 云って 写真 

はくれ ず、 母 はね、 いまわの 際まで、 お 友さん、 姉 

さま、 と 云って お前に 逢いたがった。 (声く もる) そ 

うつつ ゆめごこち いろつや 

して、 現に、 夢 心に、 言い あてた お前の 顔が、 色艷 

から、 目鼻立まで、 そっくり じ やない か。 さあ。 (位 



牌 を 捧げ、 台に 据 う。) 

えもん つか 

白糸 (衣紋 を 直し、 しめ やかに 手 を 支う) お 初に… 

… (おなじく 声 を 曇らしながら、 また、 同じように 

涙ぐみて、 うしろに つい 居る 撫子 を 見て、 ッッと 位 

しゅうとさん 

牌 を 取り、 胸に しかと 抱いて、 居直って) お 姑 様、 

おつかさん、 たとい 欣 さんに は見棄 てられても、 貴 

女にば かり は 抱つ いて 甘えて みとう ござんした。 

おつかさん、 私 や 苦労 をし ましたよ。 …… 御 修業 中 

の欣 さんに 心配 を 掛けて はならない と 何にも 言わず 

にいたん です。 窶れた 顔 を 見て 下さい。 お 友、 可哀 

想に、 ふびんな、 とたった 一言。 貴女が おっしゃつ 



て 下さい まし。 お 位牌 を 抱けば 本望です。 (もとへ 

直す) 手 も 清めないで、 失礼な、 堪忍して 下さい ま 

し。 心が 乱れて 不可ません。 またお 目に かかります。 

いいえ、 留めないで。 いいえ、 差 当った 用が ござん 

す。 

ゆ あわた だ すが とど 

思 切りよ く フィと 行く を、 撫子 慌 しく 鎚 つて 留 

む。 白糸、 美しき 風の ごとく 格子 を 出で て ハタと 

とざ 

鎖す。 撫子 指 を 打って 悩む。 

欣弥 (続いて) 私 は、 俺 は、 婦の 後へ は躯 出せない、 

早く。 

撫子 (やや ひぞ る。) 



欣弥 早く、 さあ 早く。 

撫子 (門 を 出で、 花道に て 袖 を 取る) 太夫さん… 

姉さん。 

白糸 お放し！ 

撫子 いいえ。 

大正 五 二 九 一六) 年 二月 
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